
 

 
考考ええるる力力  表表すす力力  書書    くく  感じる力 読  む 想像する

力 

話話すす・・聞聞くく   

 

○前時の発表練習で気付いたこと 

 を確かめ合う。 

 ・分かりやすく話すための工夫 

 ・絵や図の製作による工夫 

 ・クイズ作りの工夫 

 

○前時までに作成したクイズと発表のための絵や図・発表原稿の確認を行

なう。 

 

○グループごとに発表する。 

 

○発表が終わるごとに評価し合う。 

 【話す視点】 

 ・声の大きさ ・資料の見せ方 ・聞き手の顔を見る。 

 【聞く視点】 

 ・話し手を見る。・動物のひみつを見付ける。 

 

○終わったグループは、次のグループを紹介する。    

  

※動物のひみつクイズは、動物のすぐれている所や不思議な点を答えとし

て、どんな役に立つか、なぜそのような能力があるかなどを発表する。発

表をしっかり聞けば、クイズの答えが分かるようにする。 

○発表して、よく伝え

 ることができた点と 

 改善点を根拠をあげ 

 て書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本単元では、読んだことをクイズに表す目的をもって、順序に気を付けて、説明的な文章「ビーバーの大工事」を読
み取ったり、一人一人が興味のある動物について、本を読んで調べたりするものです。「読むこと」と関連して、「話
すこと・聞くこと」や「書くこと」等の言語活動を効果的に位置付けることができる単元です。 
 本時では、本で調べ、読み取った動物のことを、今までに身に付けた話すこと・聞くことを生かし、効果的に伝え、
読書への関心を高めようとします。 
クイズ作りという目的を達成するために、必要な情報を評価しながら読めていたかが問われる時間です。話し方や話
す順序、絵や図による視覚的な工夫など、相手や目的意識をもって、楽しく効果的に伝え、聞き手も話し手の意図やク
イズの答えを考えながら、正確に楽しく聞き取り、考える力や表す力を育成します。 
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視 点  ３

 学習を振り返って考
え、書くことで、自分
の予想したようによく
伝えることができた点
や、次の学習でもっと
こうしたい点を明確に
することができます。 

 

単元名 

本時の目標 

視 点  １ 

 
 グループでの発表における自分の役割を果たす中で、気付いたこと、感じた
ことについて、順序をとらえて話します。また、聞いた内容から豊かに気付
き、問いをもちながら聞くようにします。 

視 点  ２

 前時の発表練習で気付いたこ
とを交流し合い、相手意識や目
的意識をより明確にします。 

 
 

  (国語への関心・意欲・態度） 

 「動物クイズ」に意欲的に取り

組もうとし、動物のひみつで新し

く知ったことやおもしろかったこ

とを見付け、読書への関心を高め

る。 

どうぶつの ひみつを しらべよう 

      「ビーバーの大工事」 

展開 まとめ導入 

 小学校 ２年 国語科 
◇ 相手に応じ、経験したことなどについて、事柄の順序などを考えながら話したり、
  楽しく話し合ったりする。 
◇ 「わけ」を明らかにしながら書く。 

育成したい

国 語 力× 
考える 
表 す 

話す・聞く
書く 

単元の流れ 

第１次 
・教材文を読み、初発の感想を  
 交流する。 
・クイズ作りまでの見通しをも 
 つ。 

第２次 
・ダムや巣を順序よく作って 
 いく様子を読み取る。 

第４次 
・調べたい動物を選び、本 
 で調べる。また、発表原 
 稿を作り、クイズを考え 
 る。 

第５次(本時) 

・発表の練習を行ない、発 

 表に向けて補うべきこと 

 等を整理して、発表する。 

国語力育成の視点

第３次 
・「ビーバーのひみつ」クイ 
 ズを作り、出題や解答をし 
 合う。 

本時の流れ 

２


